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I 研究の概要 

「産業中毒の迅速かつ効率的な診断法に係る研究・開発、普及」 

 本研究は産業化学物質による健康障害を収集し、それらの診断法や診断・治療に役立

つ曝露指標の研究・開発、普及を目的としている。そのため産業中毒研究センター及び

環境医学研究センターに寄せられた相談事例及び症例を検討し、特異的診断法の検討お

よび問題となる化学物質の曝露指標を特定し、種々の分析技術を活用することにより、

診断項目および検査項目として確立するとともに、これらの成果と化学物質に関する情

報を労災疾病研究のホームページから発信した。 

 

1） 症例の収集 

主な症例収集としては、低濃度化学物質曝露による健康障害を訴えてシックハウ

ス診療科を受診した患者を対象とした。受診者に対し、問診、血液生化学検査、

精神心理検査、神経眼科的検査、免疫学的検査、及び付加的に吸入ばく露負荷試

験を実施した。関西労災病院の受診者 391 名におけるこれらの検査の結果などを

2 期に分けてまとめた。検査受診者数とその診療受診者に占める割合を括弧内に

示した。各項目の％は検査者に占める割合である。 

対象者対象者対象者対象者    期期期期        間間間間    
人人人人    数数数数    

平均年齢平均年齢平均年齢平均年齢    
男男男男    女女女女    合計合計合計合計    

第1期 
2005年 6月から

2008年9月末まで 
62 195 257 42±15 

第2期 

2009年 4月から

2012年12月末ま

で 

46 88 134 47±15 

合計 

2005年 6月から

2012年12月末ま

で 

108 283 391 45±15 

 

検査結果 

① 血液検査 

項目 

第一期  

(N=195、76％) 

第二期  

(N=65、49%) 

合計 

（N=260、66％） 

N ％ N ％ N ％ 

FreeT3 49 26 3 5 52 20 

総コレステロール 46 25 19 32 65 25 

IgE  42 21 19 39 61 23 

白血球数 25 12 3 5 28 11 

ヘマトクリット値 23 11 12 18 35 13 
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② 精神心理検査-不安 

STAI特性不安 

第一期  

(N=239、93％) 

第二期 

 (N=122、91%) 

合計 

（N=361、92％） 

N ％ N ％ N ％ 

非常に不安傾向が強

い 
81 32 38 31 119 33 

不安傾向がある 82 32 36 30 118 33 

不安傾向なし 75 29 48 39 123 34 

 

③ 精神心理検査-POMS 

POMSの判定 

第一期 

（N=234、91％） 

第二期 

（N=116、87％） 

合計 

（N=350、90％） 

N ％ N ％ N ％ 

専門医の受診を考慮 41 16 41 35 82 23 

他の訴えと合わせて

専門医の受診を考慮 
158 61 52 45 210 60 

健常 36 14 23 20 59 17 

 

④ 瞳孔反応検査 

項目 

第一期  

(N=194、76％) 

第二期  

(N=79、60%) 

合計 

（N=273、69％） 

N ％ N ％ N ％ 

最小縮瞳潜時 9 5 3 4 12 4 

63％回復潜時 18 9 8 11 26 10 

 

⑤ 視標追跡検査 

項目 

第一期 

(N=198、77%) 

第二期  

(N=64、48%) 

合計 

（N=262、67％） 

N ％ N ％ N ％ 

0.3 Hz 4 2 4 6 8 3 

0.5 Hz 6 3 1 2 7 3 
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⑥ アレルギー検査 

アレルゲン (N=200

N 

スギ 90

ブタクサ 80

ダニ 65

オオアワガエリ 39

ハルガヤ 39

 

診断結果 

症例収集のまとめ 

• 受診者は70%が女性、平均年齢は

• 精神心理検査では、不安傾向のある患者が半数を超え、専門医の要受診者が

を占 

めており、メンタル対応が必要と考えられた

• 眼球運動検査の陽性率は非常に低く、特異診断とは考え難い。

• 総IgE高値や環境アレルゲンの陽性率が高く、アレルギーとの相加作用が示唆さ

れた。 

• 全体を通した診断結果は、シックハウス症候群

疑い 19％、精神疾患疑い

の受診者総数は半減していた

 

41

35

76

39

0 50

2005-2008

2009-2012

合計

IEI SHS

3 

第一期  

N=200、78％) 

第二期  

(N=68、51%) （N=268

 ％ N ％ N

90 45 43 63 133

80 40 5 7 85

65 32 35 51 100

39 19 27 41 66

39 19 20 30 59

が女性、平均年齢は45歳と中年女性が主な受診者であった。

精神心理検査では、不安傾向のある患者が半数を超え、専門医の要受診者が

おり、メンタル対応が必要と考えられた。  

眼球運動検査の陽性率は非常に低く、特異診断とは考え難い。 

高値や環境アレルゲンの陽性率が高く、アレルギーとの相加作用が示唆さ

診断結果は、シックハウス症候群疑い32％、特発性環境

疑い 17％、その他 32％であったが、第 1 期に比べ、第

の受診者総数は半減していた。 

87

126

47

20

67

9

1

10

6

1

7

37

37

74

30

5

100 150 200 250 300 350

SHS Mental Allergy Asthma Other

合計 

N=268、69％） 

N ％ 

133 50 

85 32 

100 37 

66 25 

59 22 

 

歳と中年女性が主な受診者であった。 

精神心理検査では、不安傾向のある患者が半数を超え、専門医の要受診者が20％

 

高値や環境アレルゲンの陽性率が高く、アレルギーとの相加作用が示唆さ

特発性環境不耐症（IEI） 

期に比べ、第 2 期

35

350 400 450

Other No data
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症例報告 

1-1） ホルムアルデヒド(FA)特異的 IgE 関連蕁麻疹と考えられた患者に室内環境濃
度測定や吸入負荷試験を実施した結果、負荷試験は陰性であったが、気中 FA
濃度は指針値を超えており、パッチテスト陽性、FA-IgE陽性、総IgE高値、
そしてその後の換気による症状の消失から室内気中FAによるアレルギー性蕁
麻疹と診断した事を報告した(Jpn J Occup Med Traumatol, 57:125-129, 2009)。 
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1-2） 関西労災病院の受診者では、オフィスの改築によるトルエン(Tol)、キシレン、
総揮発性有機化合物曝露によるシックビルディング症候群の集団発生があっ
たので、患者のプロフィール、社員アンケート及び経時的室内環境濃度の推
移等を検討して報告した(産衛誌, 53:25-32, 2011)。 
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2） 特異的診断法の検討 

2-1）神経眼科的検査 
SHSと診断した患者と健常者を対照群として滑動性追従眼球運動検査(SPEM)お
よび瞳孔機能検査を実施した。その結果、SHS群と対照群との間では、SPEM及
び瞳孔検査の結果に有意な差は見られず、神経眼科的検査が診断法として有用
であるとは考えられなかった(日職災誌、58:65-69,2010)。 
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2-2）化学物質曝露負荷試験 
化学物質過敏症(特発性環境不耐症、IEI)の診断法として、化学物質曝露負荷
試験が特異的試験法とされている事から、7名のIEI患者にTol及びFAの曝
露負荷試験を単盲検法で行った。その結果、いずれの曝露によっても何らか
の症状やバイタル検査の変動は見られず、IEI患者の症状等が化学物質曝露に
よらない事が示唆された(日職災誌、60:11-17, 2012)。 
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2-3）SHSとIEIの病像の比較 
SHSとIEIが混同されている事から、両疾患の病像を明らかにするために、両
患者群を比較した結果、IEIでは既往歴として精神疾患とアレルギー疾患率が
有意に高く、自覚症状では呼吸困難・息苦しさと関節痛の訴えが有意に高か
ったが、精神心理検査では、異常率は両群とも高く差はなかった(日職災誌、
61:119-124, 2013)。 
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以上の研究結果から、SHSとIEIの特異的診断法とされていた検査の有用性は確認され 

なかったが、精神心理検査の異常率が非常に高く、メンタル対応が必要な患者群と考え 

られた。また、IEIにおいて化学物質曝露との関連性が低い事から、治療としては、継続 

的な聞き取りやコンサルテーションなど心理面の補佐が必要であることが示唆された。 
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3）曝露指標の研究・開発 
3-1）ヒ素曝露の評価法 

ヒ素曝露の評価法としては、形態別ヒ素分析が必要であり、無機ヒ素とモノメ
チルアルソン酸の合計量が適切である事を第 1 期において報告し、特化則の特
殊健康診断項目として採用された。第 2 期においては、迅速で共存物質の妨害
を除去した高速液体クロマトグラフィー―誘導結合プラズマ質量分析法
(HPLC-ICP-MS)を開発し報告した(J Occup Health, 51:380-385, 2009)。 
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3-2）ガスクロマトグラフィー―質量分析法(GC-MS)による形態別ヒ素分析の開発 
更に形態別ヒ素分析を普及させるために、ジメルカプロールを用いて特異的誘
導体を作成し、GC-MS による測定法を開発し報告した(J Occup Health, 
54:434-440, 2012)。 
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3-3）GC-MS)による形態別ヒ素分析の応用 
この GC-MS 法はギリアンバレー症候群様の患者が無機ヒ素含有健康食品による
ヒ素中毒か否かを判断するのに適用され、無機ヒ素による神経障害例として報
告した(J Occup Health, 54:344-347, 2012)。 
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3-4）食品中の無機および有機ヒ素化合物の同定と定量 
日本人においては、食品からの無機および有機ヒ素の摂取が問題となる事から、
海藻（ひじき）中のヒ素化合物の同定と定量を HPLC-ICP-MS と HPLC-タンデム
質量分析法(HPLC-MS/MS)により実施した結果、2 種の無機ヒ素と 4 種のアルセ
ノ糖が検出されたことを報告した(J Health Sci, 56:47-56, 2010)。 
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3-5）Ｎ-メチル-2-ピロリドン（NMP）の生物学的モニタリング法の開発 
樹脂系の溶剤として使用量が増加している NMP の生物学的モニタリング法につ
いては、第1期の炎光光度-ガスクロマトグラフィー法(FPD-GC)ではできなかっ
た全ての代謝物であるメチルスクシンイミド、NMP、2－水酸化メチルスクシン
イミド、および5―水酸化メチルピロリドンを含めた一斉分析法をLC-MS/MSに
より開発して報告した(J.Chromatogr. B, 877:3743-3747, 2009)。 
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3-6）コーヒー摂取と尿中馬尿酸濃度 
トルエン曝露の代謝物測定として、尿中馬尿酸が規定されているが、非曝露者
における高値が問題となっている事から、その原因がコーヒー摂取による可能
性を検討し報告した(Ind Health, 49:195-202, 2011)。 
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3-7）作業環境中オルトフタルアルデヒド(OPA)の測定法の開発 
医療器具の殺菌消毒剤グルタルアルデヒド(GA)の代替品であるオルトフタルア
ルデヒド(OPA)については第 1 期において医療従事者における世界初症例を報
告したが、その環境中濃度の測定法を開発したので報告した（J Occup Health, 
51:386-390、2009）。 
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3-8) 迅速で正確な低濃度尿中カドミウム(Cd)測定法の開発 
第 1期においては、固相抽出法とICP-MS の組み合わせによる低濃度尿中Cd測
定法を開発した。第 2 期においては、迅速で正確な測定法として、コリジョン
セルを用いたICP-MS法を開発し報告した(Biomed Res Trace Elements, 24:1-6, 
2013)。 
 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

91 

 

 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

92 

 

 

 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

93 

 

 

 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

94 

 

 

 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

95 

 

 

 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

96 

 

 

 

独
立

行
政

法
人

 労
働

者
健

康
福

祉
機

構



 

97 

3-9）急性アルシン中毒症例 
原因不明の溶血症患者が急性アルシン中毒である事を血液中形態別ヒ素分析に
より証明したので報告した(J Occup Health 53: 45-49, 2011)。 
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3-10）アルシンの経皮吸収性 

前述の事例ではアルシンの経皮吸収が疑われた事から、ヘアレスマウスを用い

て経皮吸収性を検討した結果、経皮吸収されなかった事を国際学会にて報告し

た(ISEE2013, 2013)。現在、論文を投稿中である(J Toxicol Sci)。 

 

4）情報発信 

第 1期においては産業中毒センターのホームページに約800の化学物質について

法的規制や毒性情報などの検索画面を作成し、管理濃度や許容濃度等の情報を掲載

していたが、現在では約3400物質に関する情報を2013年度版まで更新して発信し

ている。有害性情報については、国内では中央労働災害防止協会、（財）化学物質評

価機構、独）製品評価技術基盤機構、および（財）日本中毒情報センター、海外と

は米国ACGIH およびドイツDFG等各団体とリンクを貼っており、様々な情報が得ら

れるようになっており、最近4年間のアクセス数は6.5万件であった。 
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II英文論文 

≪2009年度≫ 

1) Ogawa M, Nishinakagawa S, Yokosawa F, Yoshida T, Endo Y: Formaldehyde-specific 

IgE-mediated urticaria due to formaldehyde in a room environment, Jpn J Occup Med 

Traumatol, 57(3): 125-129, 2009. 

2) Yamamoto S, Takeuchi A, Suzuki Y, Endo Y, Eitaki Y, Katagiri H, Takahashi J, 

Yasugi T, Takigawa T, Ogino K,: Optimization of the determination of 

ortho-phthalaldehyde in air by derivatization with 2,4-dinitorophenylhydrazine 

(DNPH), J Occup Health 51(4): 386-390, 2009 

3) Suzuki Y, Shimoda Y, Hata A, Yamanaka K, Endo G, Endo Y: Rapid and effective 

speciation analysis of arsenic compounds in human urine using an anion-exchange 

column by HPLC-ICP-MS, J Occup Health 51(4): 380-385, 2009 

4) Suzuki Y, Endo Y, Ogawa M, Yamamoto S, Takeuchi A, Nakagawa T, Onda N: Direct 

determination of N-methyl-2-pyrrolidone metabolites in urine by HPLC-electrospray 

ionization-MS/MS using deuterium-labeled compounds as internal standard, J 

Chromatogr B, 877:3743-3747, 2009 

5) Sato K, Umemura T, Tamura T, Kusaka Y, Aoyama K, Ueda A, Harada K, Minamoto K, 

Otsuki T, Yamashita K, Takeshita T, Shibata E, Dobashi K, Kameo S, Miyagawa M, Kaniwa 

M, Endo Y, Yuta K: Skin sensitization study by quantitative structure-activity 

relationships (QSAR), AATEX 14(3): 940-946, 2009 

≪2010年度≫ 

6) Shimoda Y, Suzuki Y, Endo Y, Kato K, Tachikawa M, Endo G, Yamanaka K: Speciation 

analysis of arsenics in commercial hijiki by HPLC-tandem-MS/MS and HPLC-ICP-MS, 

J Health Sci, 56(1): 47-56, 2010 

≪2011年度≫ 

7) Ogawa M, Suzuki Y, Endo Y, Kawamoto T, Kayama F: Influence of Coffee Intake on 

Urinary Hippuric Acid Concentration, Ind Health, 49(2): 195-202, 2011 

8) Yoshimura Y, Endo Y, Shimoda Y, Yamanaka K, Endo G: Acute arsine poisoning 

confirmed by speciation analysis of arsenic compounds in the plasma and urine by 

HPLC-ICP-MS, J Occup Health 53(1): 45-49, 2011 

≪2012年度≫ 

9) Hata A, Yamanaka Y, Habib MA, Endo Y, Fujitani N, Endo G: Arsenic speciation 

analysis of urine samples from individuals living in arsenic-contaminated area in 

Bangladesh, Environ Health Prev Med, 17(3): 235-245, 2012 

10) Sawada N, Iwasaki M, Inoue M, Takachi R, Sasazuki S, Yamaji T, Shimazu T, Endo 

Y,  Tsugane S: Long-term dietary cadmium intake and cancer incidence: Japan Public 

Health Center-based Prospective (JPHC) Study, Epidemiology, 23(3):368-376, 2012 

11) Kim S, Takeuchi A, Kawasumi Y, Endo Y, Lee H, Kim Y; A Guillain-Barré 
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syndrome-like neuropathy associated with arsenic exposure, J Occup Health, 54(4): 

344-347, 2012 

12) Takeuchi A, Namera A, Kawasumi Y, Imanaka T, Sakui N, Ota H, Endo Y, Sumino K, 

Nagao M, Endo G: Development of an analytical method for the determination of 

arsenic in urine by gas chromatography-mass spectrometry for biological monitoring 

of exposure to inorganic arsenic, J Occup Health, 54(6): 434-440, 2012 

≪2013年度≫ 

13) Shimoda Y, Endo Y, Sawada N, Tsugane S, Endo G, Yamanaka K: Development of a 

Simple and Precise Method to Determine Low Urinary Cadmium Levels by Using 

Inductively Coupled Plasma-Mass Spectrometry, Biomed Res Trace Elements, 24(1): 

1-6, 2013 

 

 

III和文論文 

≪2009年度≫ 

1) 小川真規、圓藤陽子：職業性鉛中毒の3事例、産業医学ジャーナル、32(1): 28-32, 2009 

≪2010年度≫ 

2) 圓藤吟史、芦田敏文、圓藤陽子、川本俊弘、道辻広美、山瀧一：二次健康診断として

の生物学的モニタリングの実施状況、労働衛生管理、21(2): 41-44, 2010 

≪2011年度≫ 

3) 吉田辰夫、小川真規、後藤浩之、大下歩、黒瀬直子、横沢册子、平田衛、圓藤陽子：

シックビル症候群患者の臨床所見並びに環境測定結果について、産衛誌、53(2): 25-31, 

2011 

≪2012年度≫ 

4) 圓藤陽子：化学物質取り扱いにおける最近の行政の動向（リスクアセスメントを中心

に）、労働と健康、38（4）：1-5，2012 

5) 木戸誠二郎、圓藤陽子：尿中 2,5-ヘキサンジオンのクロスチェック集計結果報告、

労働衛生管理、23(3):43-49, 2012 

6) 圓藤吟史、芦田敏文、圓藤陽子、川本俊弘、山瀧一：平成23年度（第25回）労働衛

生検査精度管理調査の実施結果について、労働衛生管理、23(3)：15-23, 2012 

7) 吉田辰夫、平田衛、小川真規：特発性環境不耐症（いわゆる「化学物質過敏症」）患

者に対する単盲検法による化学物質曝露負荷試験、日職災誌、60(1)；11-17, 2012 

≪2013年度≫ 

8) 市場正良、山本忍、圓藤陽子：微量金属の施設間クロスチェック、労働衛生管理、

24(4)：43-47, 2013 

9) 吉田辰夫、平田 衛、小川真規：特発性環境不耐症の臨床所見－シックハウス症候群

との比較－、日職災誌、61(2)；119-124, 2013 

≪2014年度≫ 
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10) 圓藤陽子：化学物質による障害、日本臨床 、72(2): in press, 2014 

 

 

Ⅳ編著書・報告書 

≪2009年度≫ 

1) 圓藤陽子、小川真規：4.1 酸無水物に関する最近の情報、「総説 エポキシ樹脂 増

補版」、エポキシ樹脂技術協会、東京、240-243, 2009 

2) 圓藤陽子、小川真規：4.2 酸無水物の生物学的曝露評価の進歩、「総説 エポキシ樹

脂 増補版」、エポキシ樹脂技術協会、東京、243-245, 2009 

3) 圓藤陽子、小川真規、他：シックハウス症候群に関する相談と対策マニュアル、日本

公衆衛生協会、東京、2009 

4) 圓藤陽子：アレルギーを引き起こす事が懸念される職場の新しい化学物質、｢人間ら

しい労働と生活の質の調和｣、第 81 回日産衛学会 企画運営委員長 編、労研出版、

281-284、2009 

≪2010年度≫ 

5) 平成21年度 化学物質による労働者の健康障害防止に係るリスク評価検討会 報告書、

厚労省・労働基準局安全衛生部化学物質対策課化学物質評価室、2010 

6) 今後の有害大気汚染物質対策のあり方について（第九次答申）、環境省 水•大気環境

局、中央環境審議会大気環境部会、2010 

7) 今後の自動車排出ガス低減対策のあり方について（第十次答申）、環境省 水•大気環

境局、中央環境審議会大気環境部会、2010 

8) 清涼飲料水評価書 シアン、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調査委

員会、2010 

9)水道水評価書 トリクロロエチレン、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専

門調査委員会、2010 

10)清涼飲料水評価書 トリクロロ酢酸、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専

門調査委員会、2010 

11)清涼飲料水評価書 ジクロロ酢酸、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門

調査委員会、2010 

12)清涼飲料水評価書 クロロ酢酸、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調

査委員会、2010 

13)清涼飲料水評価書 水銀、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調査委員

会、2010 

14)清涼飲料水評価書 アンチモン、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調

査委員会、2010 

15)清涼飲料水評価書 ニッケル、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調査

委員会、2010 

16)清涼飲料水評価書 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、亜硝酸性窒素、内閣府・食品安全
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委員会 化学物質・汚染物質専門調査委員会、2010 

17)清涼飲料水評価書 セレン、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調査委

員会、2010 

18)清涼飲料水評価書 フッ素、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調査委

員会、2010 

19)清涼飲料水評価書 ホウ素、内閣府・食品安全委員会 化学物質・汚染物質専門調査委

員会、2010 

20)平成22年度(第24回)労働衛生検査精度管理調査(生物学的モニタリング検査精度管

理調査)、(社)全国労働衛生団体連合会 総合精度管理委員会・労働衛生検査専門委員会、

2011 

21)平成22年度リスク評価のための有害性評価委員会報告書、厚労省委託・中央労働災

害防止協会、2011 

≪2011年度≫ 

22)化学物質リスク評価検討会報告書（平成22年度 ばく露実態調査対象物質に係るリス

ク評価）、厚労省、2011 

23)平成23年度リスク評価のための有害性評価委員会報告書、厚労省委託・中央労働災

害防止協会、2012 

24)平成23年度(第25回)労働衛生検査精度管理調査(生物学的モニタリング検査精度管

理調査)結果報告書、(社)全国労働衛生団体連合会 総合精度管理委員会・労働衛生検査

専門委員会、2012 

25)業務上疾病に関する医学的知見の収集に関する調査研究 報告書 化学物質による

疾病、厚労省委託・（株）三菱総合研究所、2012 

26)業務上疾病に関する医学的知見の収集に関する調査研究 報告書 受動喫煙による

疾病、厚労省委託・（株）三菱総合研究所、2012 

27) 圓藤陽子、小川真規：コバルト、第33章レアメタルと生態系・健康 監修・編集代

表足立吟也「レアメタル便覧」、丸善、東京、599-600、2011 

28) 圓藤陽子：ニッケル、第33章レアメタルと生態系・健康 監修・編集代表足立吟也

「レアメタル便覧」、丸善、東京、612-613、2011 

≪2012年度≫ 

29) 平成24年度リスク評価のための有害性評価委員会報告書、厚労省委託・中央労働災

害防止協会、2013 

≪2013年度≫ 

33) 圓藤陽子：砒素中毒、産業安全保健ハンドブック、労研、川崎、904-905、2013 

34) 圓藤陽子：感作性•アレルギー性障害、産業安全保健ハンドブック、労研、川崎、

840-843、2013 
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V国際学会発表報告 

≪2009年度≫ 

1) Sawada N, Nagahara N, Endo Y, Nakajima Y, Kawada T : Dose His131 at the orifice 

of the catalytic cavity transiently bind a zinc ion in human porphobilinogen 

synthase?, 14th Int Conf Bioll Inorg Chem, Nagoya, Japan, July 25-30 , 2009 

2) Suzuki Y, Shimoda Y, Endo Y, Hata A, Yamanaka K, Endo G: Speciation analysis of 

arsenic compounds in healthy human urine by HPLC-ICP-MS for the evaluation of the 

occupational inorganic arsenic exposure, ISEE 2009, Dublin, Ireland, Aug 25-29, 

2009 

3) Shimoda Y, Suzuki Y, Endo Y, Kato K, Tachikawa M, Ogawa M, Endo G, Yamanaka K: 

Speciation analysis of arsenics in commercial edible brown alga (hijiki: Hijikia 

fusiforme) by an HPLC- MS/MS and an HPLC-ICP-MS, ISEE 2009, Dublin, Ireland, Aug 

25-29, 2009 

≪2010年度≫ 

4) Yamanaka K, Endo Y, Shimoda Y, Yoshimura Y, Endo G: Arsine metabolism based on 

the speciation analysis of serum and urine from a patient, IOHA 2010, Rome, Italy, 

Sept 28-Oct 2, 2010 

5) Hata A, Endo Y, Habib MA, Shimoda Y, Yamanaka Y, Endo G: New biological indicator 

for inorganic arsenic exposure., IOHA 2010, Rome, Italy, Sept 28-Oct 2, 2010 

≪2011年度≫ 

6) Hata A, Yamanaka K, Yamano Y, Endo Y, Fujitani N, Endo G: Arsenic metabolites 

in human urine after ingestion of sashimi tuna fish, ISEE2011, Barcelona, Spain, 

Sept 13-16, 2011 

7) Yamanaka K, Hata A, Yamano Y, Endo Y, Fujitani N, Endo G: A study of the 

extraction of arsenic from seafood for speciation analysis,  ISTERH-2011, 

Antalya, Turkey, Oct 16-21, 2011 

8) Endo Y,Yamanaka K,Shimoda Y, Sawada N, Tsugane S, Endo G: Development of a 

precision method to determine low level of urinary cadmium by ICP-MS, ISTERH-2011, 

Antalya, Turkey, Oct 16-21, 2011 

≪2012年度≫ 

9) Yamanaka K,Yamano Y, Yoshimura Y, Shimoda Y, Endo Y, Endo G: Speciation analysis 

of arsenic compounds in the serum and urine of a patient with acute arsine poisoning, 

ICHMET 2012, Rome, Italy, Sept 24-27, 2012 

10) Hata A, Yamanaka K, Endo G, Yamano Y, Haba R, Fujitani N and Endo Y: Arsenic 

metabolites in humans after ingestion of wakame seaweed, ICHMET 2012, Rome, Italy, 

Sept 24-27, 2012 

≪2013年度≫ 

11) Hata A, Yamanaka K, Kurosawa H, Yamano Y, Endo Y, Fujitani N, Endo G: Arsenic 
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metabolites in human urine after ingestion of seafood, ISEE2013, Basel, Switzerland, 

Aug 9-23, 2013 

12) Takeuchi A, Namera A, Kawasumi Y, Imanaka T, Sakui N, Ota H, Endo Y, Sumino K, 

Nagao M, Endo G: Development of an analytical method for biological monitoring of 

inorganic arsenic exposure using gas chromatography-mass spectrometry, ISEE2013, 

Basel, Switzerland, Aug 19-23, 2013 

13) Yamano Y, Nagano K, Yamanaka K, Hata A, Nakadate T, Endo Y, Endo G:    In vivo 

study of arsine exposure in hairless mice: percutaneous absorption vs. whole-body 

inhalation, ISEE2013, Basel, Switzerland, Aug 19-23, 2013 

14) Yamauchi T, Yamano Y, Yamanaka K, Hata A, uroda Y, Endo Y, Endo G: Possible 

production of arsenic  adduct due to the exposure of mouse preserved blood to arsine 

in vitro, ISEE2013, Basel, Switzerland, Aug 19-23, 2013 

15) Mamoru Hirata, Tatsuo Yoshida: Psychological Burden on the Developing Process 

of Idiopathic Environmental Intolerance among Patients, ISIAQ2013, Basel, 

Switzerland, Aug 19-23, 2013 

 

 

VI 国内学会発表報告 

≪2009年度≫ 

1) 鈴木芳宏、圓藤陽子、小川真規、圓藤吟史：尿中形態別ヒ素分析によるヒ素の生物学

的曝露評価値の検討、第82回産衛学会、福岡、2009.5.20-22 

2）小川真規、鈴木芳宏、江口尚、村上朋絵、丸山崇、山口哲右、圓藤陽子、川本俊弘：

コーヒー摂取の尿中馬尿酸に与える影響について、第82回産衛学会、福岡、2009.5.20-22 

3)下田康代、山中健三、加藤孝一、圓藤陽子、圓藤吟史、：生体内生成するジメチルアル

シン輸送体分子としての赤血球の役割、第20回微量元素学会、東京、2009.7.3-4 

4) 鈴木芳宏、小川真規、圓藤陽子：HPLC-MS/MS を用いたコーヒー摂取者尿中馬尿酸お

よびコーヒー成分等の分析、第37回有機中研＆第42回生物学的MM研、京都、2009.10.16 

5）竹田浩子、池田浩己、富岡公子、圓藤陽子、久保伸夫、友田幸一：当科におけるシッ

クハウス症候群・化学物質過敏症の経験（第3報）、第59回日本アレルギー学会秋季学

術大会、秋田、2009.10.29-31 

6）鈴木芳宏、下田康代、圓藤陽子、畑明寿、山中健三、圓藤吟史：陰イオン交換カラム

を用いた迅速かつ効果的なヒト尿中ヒ素形態別HPLC-ICP-MS分析法の開発と日本人無機

ヒ素非曝露者の尿中ヒ素濃度基準値の検討、第57回日職災学会、大阪、2009.11.21-22 

7）恩田宣彦、鈴木芳宏、小川真規、中川友夫、圓藤陽子：N-メチル-2-ピロリドン（NMP）

曝露の生物学的モニタリングのための尿中代謝物一斉分析法の開発、第57回日職災学会、

大阪、2009.11.21-22 
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8）国戸千薫子、吉田辰夫、藤之原仁美、後藤浩之、和田安彦、小川真規、横沢棚子、平

田衛、圓藤陽子：低濃度ホルムアルデヒド曝露者における血清中ホルムアルデヒド濃度

の変化、第57回日職災学会、大阪、2009.11.21-22 

9）吉田辰夫、後藤浩之、小川真規、横沢册子、圓藤陽子：有機溶剤によるシックビル症

候群の集団発生と経過、第57回日職災学会、大阪、2009.11.21-22 

10) 池田浩己、竹田浩子、富岡公子、圓藤陽子、友田幸一：いわゆるシックハウス症候

群・化学物質過敏症の経験、第64回臨床アレルギー研究会、大阪、2009.11.28 

11）下田康代、山中健三、加藤孝一、圓藤陽子、圓藤吟史：発癌に関与するジメチルヒ

素の赤血球内動態、第15回ヒ素シンポ、大阪、2009.11.28-29 

12）圓藤陽子、吉村幸浩、下田康代、鈴木芳宏、山中健三、圓藤吟史：急性アルシン中

毒患者における血清中ヒ素化合物濃度について、第 15 回ヒ素シンポ、大阪、

2009.11.28-29 

≪2010年度≫ 

13）畑明寿、圓藤陽子、Habib M.A.、山中健三、藤谷登、圓藤吟史：バングラディシュ

人民共和国・ヒ素汚染地区住民の尿中形態別ヒ素濃度について、第80回日衛学会、仙台、

2010.5.9-11 

14）平田衛：日本における特発性環境不耐症（IEI、所謂「化学物質過敏症」）に関する

研究過程の検討、第51回日本社会医学会、柏原、2010.7.3-4 

15）大下歩、吉田辰夫、平田衛、三浦千香子：特発性環境不耐症におけるシングルブラ

インド法による曝露負荷試験、第58回日本職業・災害医学会、千葉、2010.11.5-6 

16）吉田辰夫、平田衛、大下歩、三浦千香子：シックハウス症候群と特発性環境不耐症

における症状、所見等の比較—当科の診療成績から、第58回日本職業・災害医学会、千

葉、2010.11.5-6 

17）下田康代、山中健三、加藤孝一、立川眞理子、圓藤陽子、圓藤吟史：含硫メチル化

ヒ素の酵素的生成と代謝消失に関するin vitro実験での検討、第16回ヒ素シンポ、旭川、

2011.2-5-6 

18）畑明寿、圓藤陽子、山中健三、藤谷登、圓藤吟史：海産物の化学形態別ヒ素分析—

抽出法の検討、第16回ヒ素シンポ、旭川、2011.2-5-6 

19）圓藤陽子、澤田典絵、下田康代、山中健三、津金昌一郎：ICP-MSによる低濃度尿中

カドミウム測定法の開発、第81回日衛学会、東京、2011.3.25-3.28 

20）圓藤吟史、畑明寿、圓藤陽子、山中健三、藤谷登：海産物の化学形態別ヒ素分析に

おける抽出法の検討、第81回日衛学会、東京、2011.3.25-3.28 

≪2011年度≫ 

21）市原学、圓藤陽子、金良昊、市原佐保子、鬼頭純三、上島通浩、那須民恵、酒井潔、

柴田英治、久永直美、竹内康浩：イブニングシンポ 3「ヒト研究と動物実験による産業

化学物質の毒性解明」、第84回産衛学会、東京、2011.5.18-2 

22) 奈女良昭、竹内靖人、今中努志、佐久井徳広、圓藤陽子、長尾正崇：GC-MS による

尿中無機ヒ素とモノメチルアルソン酸の分析、第33回中毒学会、大垣、2011.7.30-31 
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23) 圓藤陽子、山中健三、圓藤吟史：コリジョン-ICP/MS による高精度な低濃度尿中カ

ドミウム測定法の開発、第51回近畿産衛学会、奈良、2011.11.5 

24）吉田辰夫、平田衛：当シックハウス診療科におけるシックハウス症候群の現状、第

59回日職災学会、東京、2011.11.11-12 

25）平田衛、吉田辰夫：特発性環境不耐症患者における発症経過などの検討、第 59

回日職災学会、東京、2011.11.11-12 

26）圓藤陽子、平田衛、吉田辰夫：低濃度化学物質曝露による健康障害の実態と診断に

関する調査研究、第59回日職災学会、東京、2011.11.11-12 

27）畑明寿、山中健三、山野優子、圓藤陽子、藤谷登、圓藤吟史：マグロ摂取後の尿中

ヒ素代謝物に関する研究、第17回ヒ素シンポ、つくば、2011.11.19-20 

28）山中健三、下田康代、星井政志、加藤孝一、立川眞理子、畑明寿、圓藤陽子、圓藤

吟史：ジメチルチオアルシン酸の毒性発現に係る代謝機構について、日本薬学会第 132

年会、札幌、2012.3.28-31 

≪2012年度≫ 

29）竹内靖人、奈女良昭、川澄八重子、今中努志、佐久井 徳広、太田裕一、圓藤陽子、

住野公昭、圓藤吟史：生物学的モニタリングのためのGC-MSによる尿中ヒ素化合物の分

析法の開発、第52回産衛近畿地方会、和歌山、2012.11.17 

30）黒澤英俊、下田康代、畑明寿、山野優子、加藤孝一、立川眞理子、圓藤陽子、圓藤

吟史、山中健三：グルタチオンに依存したジメチルモノチオアルシン酸の代謝活性化、

第18回ヒ素シンポジウム、宮崎、2012.11.24-25 

31）畑明寿、山中健三、圓藤吟史、山野優子、羽場亮太、藤谷登、圓藤陽子：ワカメ摂

取後の尿中ヒ素代謝物に関する研究、第18回ヒ素シンポジウム、宮崎、2012.11.24-25 

32）圓藤陽子、平田衛、吉田辰夫：低濃度化学物質曝露による健康障害の実態と診断に

関する調査研究、第60回日本職業災害医学会、大阪、2012.12.2-3 

33) 下田康代、加藤孝一、山野優子、畑明寿、立川眞理子、圓藤陽子、圓藤吟史、山中

健三: 無機アルシンの溶血機序：ヘモグロビン－ヒ素付加体形成の可能性、日本薬学会

第133年会、横浜、2013.3.27-30 

≪2013年度≫ 

34) 山野優子、長野嘉介、 山中健三、畑明寿、中館俊夫、圓藤陽子、圓藤吟史：ヘアレ

スマウスを用いたアルシンの経皮および吸入曝露実験、第 86 回産衛学会、松山、

2013.5.14-17 

35）山内武紀、山野優子、山中健三、畑明寿、黒田嘉紀、圓藤陽子、圓藤吟史：マウス

保存血へのアルシンin vitro曝露によるヘモグロビン付加体生成、第86回産衛学会、松

山、2013.5.14-17 

36）下田康代、圓藤陽子、山中健三、山野優子、長野嘉介、畑明寿、圓藤吟史:アルシン

の経皮吸収性について、第24回日本微量元素学会、大阪、2013.6.29-30 
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37）竹内靖人、小川善弘、圓藤陽子、河合俊夫、奈女良昭、山室堅治、住野公昭、圓藤

吟史：シクロヘキサン曝露の生物学的モニタリング指標、第41回産業中毒・モニタリン

グ研究会、大阪、2013.10.26-27 

38）山内武紀、山野優子、山中健三、畑明寿、黒田嘉紀、圓藤陽子、圓藤吟史：アルシ

ン曝露によるヘモグロビン付加体生成、第19回ヒ素シンポジウム、福岡、2013.11.16-17 

39) 畑明寿、大和田真由、長谷川桃子、山中健三、黒澤英俊、山野優子、圓藤陽子、藤

谷登，圓藤吟史：マグロおよびワカメ摂取後の尿中ヒ素代謝物、第19回ヒ素シンポジウ

ム、福岡、2013.11.16-17 

40）山野優子、長野嘉介、 山中健三、畑明寿、中館俊夫、圓藤陽子、圓藤吟史：アルシ

ンは経皮吸収されるのか―ヘアレスマウスを用いた経皮および吸入曝露実験―、第19回

ヒ素シンポジウム、福岡、2013.11.16-17 

41）圓藤陽子、平田衛、吉田辰夫：化学物質の曝露による産業中毒、第61回日職災学会、

東京、2013.11.30-12.1 

42) 平田衛、吉田辰夫：建材誤使用によるシックハウス症候群の症例、第61回日本職災

会、東京、2013.11.30-12.1 
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 本研究は、独立行政法人労働者健康福祉機構 労災疾病等１３分野医学

研究・開発、普及事業により行われた。 

 ※「化学物質の曝露による産業中毒」分野 

   テーマ：産業中毒の迅速かつ効率的な診断法に係る 

研究・開発、普及 
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